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ＥＳＧ投融資における取組みについて 

～秋田県が発行する「秋田県グリーンボンド」への投資～ 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）は、昨年に続き、秋田県が発行する秋田県グリーンボン

ド（以下、「本債券」という）への投資を決定しましたので、お知らせします。 

 

グリーンボンドは、環境改善効果を有するプロジェクトに充当先を限定した資金調達のために

発行される債券です。本債券におけるフレームワークは、国際資本市場協会（International 

Capital Market Association：ICMA）が定義する「グリーンボンド原則 2021」を始めとする各種

原則・ガイドラインへの適合性について、第三者機関である株式会社日本格付研究所より最上位

である「Green1(F)／Blue1(F)」の評価を取得しています。 

 

本債券の発行による調達資金は、秋田県が環境課題解決のために取り組む下表の各事業に充当

される予定です。 

グリーン適格 

プロジェクト分類 
事業内容 

再生可能エネルギー 

・ 能代港ふ頭用地造成事業（海洋再生可能エネルギー発電設

備の導入拡大）（注） 

・ 工業団地整備事業（すべての電力を再生可能エネルギーで

供給する再生可能エネルギー工業団地を整備） 

生物自然資源及び土地利用

に係る環境持続型管理 

・ 林道事業（持続可能な森林経営に向けて、林道、林業専用

道の整備） 

気候変動への適応 

・ 河川改修事業、県単河川改良、県単河川等環境維持修繕事

業（河道の掘削等） 

・ 通常砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業、

海岸防災対策事業、治山事業 

（注） 当該プロジェクトは、海洋保全に資するプロジェクトでもあると考えられるため、グリーン適格プロジェクトであると

同時にブルー適格プロジェクトとしても評価を受けています。 

 

当行では、引き続き地域社会や環境との共生、経済ならびに企業との安定的な成長共有の観点

から、本債券をはじめとしたＥＳＧ領域における投融資を一層推進してまいります。 

＜本債券の概要＞ 

名 称 秋田県令和６年度第３回公募公債（グリーンボンド） 

年 限 ５年 

発行額 ７０億円 

発行日 令和６年９月２５日（水） 

 



 

 

○ ＥＳＧ投融資への取組み 

当行では、環境課題や社会課題の解決ならびに持続可能な社会の実現に資するＥＳＧ投融資

を積極的に行っております。 

  ＜これまでの主な取組み＞ 

2021年 ８月～環境負荷低減に資する船舶投資ファンドへの出資 

  2021年１２月～カーボンニュートラルファンド１号投資事業有限責任組合への出資 

  2022年 ３月～ＭＳＤ第二号投資事業有限責任組合への出資 

2022年 ７月～脱炭素先行地域事業に関する株式会社オーリスへの出資 

2022年１０月～株式会社脱炭素化支援機構（ＪＩＣＮ）への設立に向けた出資 

2023年 ６月～脱炭素先行地域事業に対する株式会社オーリスへの事業性融資 

2023年 ６月～ＥＥＩ５号イノベーション＆インパクト投資事業有限責任組合への出資参加 

2023年１１月～秋田県令和５年度第２回公募公債（グリーンボンド） 

2024年 ９月～本投資 

 

（以 上） 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）  

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、2030 年までに解決すべき世界的

優先課題 17 目標と目標を達成するための 169 のターゲットが示されています。 


